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パインアップル生奥の貯蔵声

芭rfleStK一Akamine年書 友 寄 長 重 訳

(弟 嫁 大 学 農 学 科)

大磯の輸班桐生某と同躍,Jiインは以前町はミパェ料

の昆奴を店酎換軒るための処理をしなければな らなかっ

た｡ハワイ農業試験場惣ミJ{エを駆政するための終鐘のr

鯛 好対して,(イン町与える被筒の程度を見出すこと打
おいて殊韻E.i<FL務'G昆虫局ミ′{エ研究所を捜助したもそ如

配 当銭敵城珊 出附ノ1インのくん蒸を証明Tる機関で

あっ払

数春繭くん蒸の必毅は廃止され細 雪,パインを輸送T

ること打開して他の猫関越が放されていたoPc的らの-一

つ汝輸送容縛のことであった｡しわをつけた純絹好日fl

ちしたもの朝 日式のワイヤでしぼった水筒より有利であ

ることか放った｡舵'm枕かす射ち好よる現雷を実質的打
すくな(した.,紙抑披現在J,'イン塵-.晃の翰班業者打より

掻く用br鳴れている｡

熟成七貯漉過度

もうー･つの岡田irj:他州JIイン輸出樽の熱度と輸送館内

の弧鑑の膨哲妊悶す̀るものであった｡教則の先晩結果で

鶴なった授猶の熟政のftめに､をれぞ･fLの砧過貯故忠度

の瀧田を見出した｡それらの蜂料披実験室で行なわれた

相当犬かかりな実数 (700ポンド程の果実)把基づ くも

のであったoこれは愉送状闇と果実が巨柑勺地匪街V,た櫛

の販売状態を想定して設計された｡

できる限り営利的手段で行なわれてV,る方浩を採用し

た｡試験用果実炊ホノルルの製触工場で前日収健された

一山のパインから選ばれた｡ 慨歎を 防除するために､

DowcideAで蘭箕的打処理された果実 (50ガpンの水

把殺菌剤5ポンドの割の液を果実.と冠穿全体托潤 布した)

を商業用紙用Ln:つめ翫 果実煉 三機の商標がつけられ

た｡つまり練熟 (批色のなvlもの)､.半熟､(約1/4黄色)

と完熟 (i/2-3/4黄色)であった｡

輸送船内の輸送醇の温度と 同じよう打 するため打､

350､450､55oFの3つの温度を用V､た｡また､輸送期間

と同じようirするために2つの肝織期間を設けたo即ち

6日､(約ホノルルから米束土西海岸までの輸送期間)と

孔2日 (約ウワ77曲以外の島から米本土西海岸までか或

vlはホノルルから日本までの輸送期間)であるO各処理

糾-ワイ大学遭敷駄艶場 宅FreshPineapple

S,tor.age.HawaiiFarm Science196312こ1

枚12果づつ･よりなっていた｡

貯蔵期間の終り紅総ての果菜は水土西海岸か日東㌍急

げる販売条件 の貯蔵と同様狂うするために室温把移され

た｡泉実披室温紅移されると同時灯しらぺら弟､をの鎮

2日おき灯しらべら新た｡ 換革のたび紅内部の状碁と質

をしらべろため妊各区典2個づつ切った｡販売可能日数汝

果実と冠芽の外観､内部の状啓と肉質打基づvlて決定さ

如た.二種の販売可能日数を用V,歴｡即ち､農薬が発だ

食べられる奄打熟して小夜小期間も含めて販売され侍る

と考えられる総日数と熟して楼閣蒸され得る状態打参る

日数である｡実際結果は第1衷狂記録した8

果 実 の 堂 熱

第1衷打よるとすべて緩熟と半熟粟は､35oF打12日間
貯蔵したものを除き､室温Pr移されて擾登熟した机 熟

する速度枚数初の貯蔵温度と貯蔵期間好より異なってい

たo凝低 温打長期間貯蔵した ものは 正常に熟しなかっ

た｡それ披非常灯急速紅塵選軸勺崩壊の徴候を呈した (秦

かvl半透由の肉打小やな臭い)｡ 二つの低い方の温度で

は､登熟件用は明らか打一時的に阻止さかた｡何故なら

･55oF紅最初貯蔵された果実は350と 45oF打貯蔵された

果実よりもよも早 く熟したから｡ 尚､55oF把貯蔵ざれ

た果実の登熟達度は貯蔵期間が6日から 12ET延ばされ兜

場合VE-は早 くなったも このことは明らか把5･5oFの貯蔵

で登熟作用が継続してV､ることを示して＼ハる｡

全販売可能 日数

6日間の初期貯蔵期間中は35oFか最適温度であったO

この温度打貯蔵後､すべての段階熟度の果実が董温で販

売される状態にある除目数枚最初他の二つの温度で貯蔵

された夫々の熱度の果実より長かった｡最初商V ,方の間

温度打貯蔵された果実の 販売可能籍日数は 同じであっ

た.しかし12日の長い貯期間で按45oFが 多分打最温で

あった｡一敗にta_の温度で貯蔵された初期熟度のすべ

ての段階の果実か他の二つの温度で貯蔵されたものより

長 く阪発T･きる状態にあった｡

35oFの初期貯蔵温度は初剤貯蔵期間が6日間であっ･た

時にだけ良かった｡しかL､貯蔵期間が12員であった場

合拓蚊との温度は明ちか打有苦なもので､初期熟度の如

何にかかわらず､総ての果実按室温打移した時には鑑艶

的巌壕を敦あしたo 初期打45oFに貯蔵された総ての段



Akdmhe=パインア ップル牲束の 貯 戒

隈の切期熟匿の果実の全販売可能口数は両貯蔽期間とも

それ ぞれの段階の初期熱腔では等しかった｡｢股に､初

期温匪55oF打貯赦 された果実の全販売可能日数は6日間

貯蔵 されたものかこの温藍で12日間貯蔵されたものより

少 し長かったO 最初 35oFに 12日間肝赦した果実を除

き､練熟と半熟異の全販売可能 日数は仝貯蔵処坪を通じ

て苛熟具のそれより艮か っ舟｡縁熱農と半熟異の全販売

可能 日数は同じであった.

CSH)

堤低温腔打j封宅嗣弔貯徹したために起る明白な生野的障

苔舶IJとして､パインを眼衆不可能拝す■る嬰因はJトと果

肉の腐敗と外観であった (第1米)｡ 一眼に､総ての初

期貯赦免件で､貯蔵した時に果実か熟しておれば おる

等､室温で販売不可能と評価された時は鵜かっ舟｡尚初

期貯故期間の如何咋かかわらず､各何僻軌まで､初収貯

蔵混酸が庶けかば低V,程､室温では果半枚より黒くなっ

た｡
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(52) 沖 鋼玉 僚 発 射 2巻 郡 2号 (1963)

翌熱後の販売日蹴

-舷灯､55oFで12日間貯蔵した果実を除 き､果実が

販売可能の状態町ある総日数吃哉 く販売可能日数と登熱

後販売可能の状汝打ある日数妊苑づく販売可能日数との
開狂は逆の関係があった (第1衆)a

それで､室温で熟した段階から御撰完熟鼎は販売可能

の状態勘葺く頻り舟O.次打主IF･熱熱 縁親展の胞であっ
たh 55叩 抑 2日間貯蔵した初j駅完熟展は線熱奥と半熟

兜より,をかLが盗亀で鼎して後の販売7,J維円数打短か

かった^

兜 芽

柳糊肝放脚洞と初湖執政の如何打かかわらず､55oF

打野 機割1た狐鮎の対芽は塵嵐で正常打保っ東｡45oF

町野徹されたパインの穎許は少し乾燥し黒色をおび潅､

35oFで貯放されたものは獅単打究づく壌庶打乾燥し異
色を脚び海内もLパインの冠牙が巌架の販売妊必敦な付

別物として考えられるならば､正絹の状態の定評の潮鵬

紅彬轡をJJ･見る脚韻灸件を見逃してはなちなV,0

輸溝のための考釈

止陀紺狐から､ W Fで糠漣するt.と姓避けられるぺ

膏であることが卦る｡長期貯蔵条件の下ではこの温度枚

総ての初期段階の熱度の果実打地 勺障害を与えた｡こ

の温度で貯蔵されたものより､より早く果実の表面が黒

ずんだ｡尚35oFでの貯蔵では総ての果実 〔6日の短い期

間でさえ)の冠芽に大きな損害を与えた｡可能な限り縁

熱巣は出荷すべきではなVも未熟すぎて室温でさえ決し

かあるo尚､一澱 に､揺動展の総販売可能日数は半熟巣

のそれと似ていたO叉､-殴打･､綾熟練の緩熟農の販売

可能日数は半熟異のをかより幾分･短かかった｡そ釦で､

6なvIL12日間を必要とする生臭の落_t翰送で披 縁熟な

vlL完熟果だけを用vlべきであり､それらぼ450なvIL

55oFの温度で輸送すべきであると思われるo 目的地打

到座して後は半熟凝枕約8日間販売可能の状態打あると
期待され,完熟果 6日間期待されるO最後打､これらの

状態で輸送された果実の冠芽披､V,くら悪くても,非常

に艶かしか限薯を受けなV,と期待される｡この研究の鰭

典から-r)イのノてイン生異を海上翰送で適切に取壊われ

出荷されれば米本丑西海岸だけでなく､東海岸の市場に

ち (時好西海岸から冷凍して大陸を移送されれば)出荷

できる可能性を見出L泡,適切な取扱V,と出荷方法で日

本市場打も生巣を出荷でき.7,可能性をも示してV,る｡


